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今までのLBJでの測位技術紹介 

• 2014 測位技術のビジネスへの応用の紹介 
– ユーザーサービス視点の測位技術とそのビジネス展開 

• BLE, 音波 

– インフラ基盤としての測位技術導入とビジネス応用 
• UWB 

• 2013 パネルディスカッションでより身近になってきた技術を紹介 
– 各種屋内測位技術／位置サービスの共存共栄 

• Wi-Fi, 可視光, 音波, iMES 

• 2012 技術の動向とビジネスへの応用をセッション単位で紹介 
– 実用化をむかえる可視光通信をもちいた位置サービス 
– IMES:衛星測位による屋内測位技術 
– 本格化するWi-Fiベースの屋内ロケーションサービスビジネス 



測位技術ShowCaseの背景 

•  「空間を正確に認識すること」はこれからの情報社会を支え
る重要な情報基盤 

• 従来主にGPSに頼ってきた「利用者の位置を知る」ための手
段は急速に多様化 

• では、どのような技術をどういう場面で利用するのか? ある

いは、それらを使ってどのようなビジネスに応用し展開して
いくのか?  



ShowCaseで主に紹介する技術 

• ShowCase DEMO 
– iMES 

– Bluetooth Low Energy（BLE）/ iBeacon 

– Pedestrian Dead Reckoning (PDR) 

– Ultra Wide Band(UWB) 

– Wi-Fi 

• そのほかLBJ会場で見ることができる測位技術 
– 可視光測位 

– 準天頂衛星 

– GPS/GNSS 



①  日立製作所 

②  日立製作所 

③  インテック 

④  マルティスープ・メガチップス 

⑤  PDRベンチマーク標準化委員会 

⑥  サイトセンシング 

⑦  アクセス 

⑧  アクセス 

⑨  ユビセンス 

⑩  クウジット 

ShowCase案内 



(株)インテック 

• 統合位置情報プラットフォーム i-LOP  

• 見どころ 

– スマートフォン向け位置情報アプリケーショ
ンを開発・運用するための共通基盤となる
サービス（PaaS) 

– GNSS等による屋外測位とiBeaconや非可聴

音波を用いた屋内測位を最適に融合した
シームレス測位を実現 

 



マルティスープ（株）/（株）メガチップス 

• デモタイトル 

屋内測位ソリューション「iField indoor(アイ・フィールドインドア)」と
Sensor Hub LSI「Frizz」を使ったリアルタイム行動計測 

 

• 見どころ 

ShowCase内に複数のBeaconを設置し 

Sensor Hub LSI「Frizz」をブースに準備しています。 

スマートフォンを使い、2種類のセンサーでの 

位置測位体験をしていただけます。 



サイトセンシング（株）  

• デモタイトル： 
「省電力型歩行者自律航法（PDR）ライブラリ」による 
会場内歩行者ナビアプリ 

 

• 見どころ： 
– スマートフォン内蔵センサにより単独動作するPDRの測位
機能を体感いただけます。 

– 大幅な省電力化により、本ソフトウェアを組み込んだ装着
装置が社員証サイズに超小型化されます。 



PDRベンチマーク標準化委員会 

• PDR(Pedestrian Dead Reckoning)ベンチマーク標準化委員会
が2014年5月に発足しました。約１年の活動内容や今後の方
向性について展示いたします。 

国際会議UbiComp/ISWC 2015（9/7-11）において、
PDRの性能を競い、評価方法自体も議論する場と
なるPDR Challengeを本委員会もサポート 



（株）ACCESS  

• 位置情報ビジネスは“組み合わせ”で拡がりを見せる 

 

• 見どころ 
– ACCESSは2014年2月よりBLEを用いたビーコンソリューション「ACCESS 

Beacon Framework（ABF）」を開発、提供しています。 

– 提供開始以降、位置情報だけではなく、温度や湿度、加速度などと組
み合わせて取得できる仕組みに進化し、様々なビジネスが具体化して
います。 

– 測位技術ShowCaseでは、これらの機能を実際のデモや事例を交えて
ご紹介します。 



（株）ユビセンス 

• デモタイトル 
UWBによる高精度位置測位 

• 見どころ 

欧米の製造・物流現場で10年以上の実績を持つUbisense高精度位置

測位システムをご紹介。 

高精度の位置情報を、３次元でリアルタイムに測位します。 

 



クウジット(株) 

• 無線LAN電波でお客様の動きを追え！！ 
～ 人の滞留や流れ、混雑度合い、カップルの行動もわかっちゃう！？ ～ 

 

• 無線LANを使った人の滞留、混在度合い、人流を観測できる 
DF.sensor をデモ展示しております。会場の状況をリアルタイ
ム表示しているので是非お越しください。 



杉原エス・イー・アイ株式会社 

• 歩行者の位置情報をインフラフリー（GPS不要／カメラ不要） 

  で取得を可能にした次世代型位置情報システム 

 

• 歩行動作をセンシングして演算・推定 

  していく様子をリアルタイムで！ 

• 体験希望の方は是非お声掛け下さい。 



測位技術の最新動向とこれから 



準天頂衛星システム 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



準天頂衛星システム：提供するサービス 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



準天頂衛星システム：衛星測位サービス 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



準天頂衛星システム：センチメータ級測位補強サービス 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



準天頂衛星システム：サブメータ級測位補強サービス 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



準天頂衛星システム：災害・危機管理通報サービス～ 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



準天頂衛星システム：7機体制へ 

© Quasi-Zenith Satellite System Services Inc. 2015  



代表的な屋内測位技術 

 

• Indoor Messaging System (iMES) 

• Wi-Fi (端末型測位、インフラ型測位) 

• Bluetooth Low Energy (BLE), iBeacon 

• 音波 

• 可視光 

• Ultra Wide Band (UWB) 

 

• 測位により座標を返す方式 
 Wi-Fi 三点測位 

• 近接接近方式 
 iBeacon Far, Near, Immediate 



IMES（Indoor Messaging System) 

• インフラ型GPS屋内測位 

• JAXAの準天頂衛星の枠組みで 

  開発された技術 

• 送信機の管理運用体制あり 

 

【Keyword】  B2B  位置認証 基準位置 
 



IMES 誕生の背景と状況 

24 

・IMESは、2005年7月の日米GPS-QZSS専門家会合で日本側から提案 
 
・適切に運用されること、GPSへ有害な干渉は生じないことを日米双方 
 で確認し、2007年11月19日付でIMES用に 
    10個のPRN番号（１７３～１８２）が付与された。 
 
・有効期間は、10年、日本国内限定。（2017年再申請） 
・米国内では、GPSに対する‘妨害’や‘成りすまし’が横行し始めたこと 
 から、GNSSの運用帯域での保護強化政策がある。 
                ↓ 
・JAXA：IMES送信機管理要領を制定し、送信機の管理・設置にあたっての 
 不正利用、盗難防止のルールを定め運用開始（-65ｄBm 微弱無線、屋内限定） 
・商用 IMES送信機開発⇒ LSI化、トータルソリューション開発  
・受信機も屋内外の大手GNSSチップベンダーがIMES対応始まる 
・対応GNSSを組み込んだ端末機が市場に出てきた。 
                ↓ 
 オリンピック  屋内測位インフラ整備 新たな位置情報利用市場 
  
 

位置情報管理運用の仕組み 



IMES送信機登録のフロー 



 IMES 対応受信端末が増加 



屋内測位市場 整理 

■ 屋内測位の大きな市場となる位置認証は、セキュリティーの高いIMES測位が有望 
■ PDR技術の向上により、屋内測位インフラは、基準位置としての役割 

地域見守り 

大型商業ビル全館導入 

大学病院内IMES送信機 

【利用分野】 
■オフィスビル ：ジオフェンス 
■物流 従来（GPS)＋屋内（倉庫） 
■端末決済位置情報 
■施設管理＋GISでの基準位置 
■その他 B2B関係 

札幌 二子玉川 



Wi-Fi (無線LAN) 測位 

• 端末型測位 
– iOS/Androidの標準 

– アプリに組み込む 
• PlaceEngine, OKUNAI, Locky.jp, Ekahau, Wifarer 

• インフラ型測位 
– CISCO MSE 

– 人流センサー 

• Apple Maps Connect  (Oct. 2014) 
– 施設のWi-Fi情報を登録できる 

端末測位 インフラ測位 



昨年のWi-Fi実証実験 

CISCO MSEでの測位情報を視覚化した混雑マップ 

• アプリインストール不要 
• 来場者への告知 
• プライバシーを考慮したデータ管理 

• MACアドレスの匿名化 
• 昨年実験ではブースで OPT-OUT も受け付
けてました (DBよりMACアドレスを消去) 

このようなインフラ型測位方式、人流セ
ンサーも注目されるようになってきた 



Bluetooth Low Energy/iBeacon 

• アプリを起動していなくてもプッシュ通知が可能 

• なりすまし問題 

• 最近では近接接近だけではなく、複数ビーコン信号より測
位する方式も 

• 多数のビーコンを管理するサービス 

 

ACCESS ABF jena Beacapp 
東京駅構内ナビ 



音波 

• マイクを利用できるのでプラットフォームに依存しない形で実装できる 

MTI 

 INTEC 

ＪＲ東日本アプリ 

NTT  Docomo 



可視光通信の最新動向とこれから 

• スマホのカメラを用いた可視光通信が今後広く普及する。 

LEDの光の色に情報を乗せる方式で、

機器からユーザーへの障害情報、対
処方法などの情報発信や、公共設備
などからの情報発信に利用。 

PICALICO 

（カシオ計算機株式会社） 

モノに情報を付与できるLED照明 
（株式会社富士通研究所） 

LED光に照らされたモノからID情報を復

元可能な照明技術を開発。美術品に
カメラをかざして解説動画を再生したり、
舞台上のタレントにカメラをかざして楽
曲をダウンロードするなどの応用など。 

Ｏ２Ｏマーケティング 
（パナソニック株式会社） 

白色照明、看板照明、デジタルサイ
ネージのバックライトなどからID情報を

送る。美術館や博物館などでの展示
品の解説を行うシステム、交通案内看
板での利用、流通業界での応用など。 



可視光通信の基盤やプラットフォームを提供し、可視光通信を社会
インフラとして広く普及させることを目的として、2014年5月に「一般
社団法人 可視光通信協会(VLCA)」が設立された。 

VLCAは、2015年10月に日本で国際会議「International Conference 

and Exhibition on Visible Light Communications 2015」を開催予定。 

http://vlca.net/conference/icevlc2015/ 

可視光通信協会（VLCA) 

http://www.vlca.jp/     

http://vlca.net/conference/icevlc2015/
http://vlca.net/conference/icevlc2015/
http://vlca.net/conference/icevlc2015/


IEC（国際電気標準会議）の TC-100 （AUDIO, VIDEO and 
MULTIMEDIA systems and equipment）においてLEDなどの
可視光光源から統一的IDを送信するための標準方式: 
“Visible Light Beacon System for Multimedia Applications”を
JEITA AV&IT標準化委員会 可視光通信対応PG（メンバー：
(株)電通、(株)東芝、日本電気(株)、パナソニック(株)、富士
通(株)、ルネサスエレクトロニクス(株)、慶應義塾大学）が提
案し、IEC PT62943として現在審議中。 

LED光源からの統一的IDを送信するための標準化活動 



そして PDR 

• 測位インフラがなくても相対測位を続けることが可能。 

• 点の集合ではなく、線（形、曲率）としての意味を持つ軌跡を
取得可能。運動の種類や大きさも計測可能。 

• 加速度、ジャイロ、磁気の9軸、もしくは気圧を含めて10軸セ
ンサを利用。 

• H/W化で省電力化も加速。 

• 今年はPDRビジネス元年！ 

自蔵センサモジュール 
・加速度センサ 
・ジャイロセンサ 
・磁気センサ 
・気圧センサ 



PDRビジネス元年！ 

ＮＴＴドコモ、ゼンリンデータコム、旭化成、
産総研によるコラボレーション事例 

PDRを用いたコンシューマサービス開始 
(全国で約320カ所の地下鉄構内や地下街など) 

メガチップスと産総研とのコラボレーション事例 

Sensor Hub LSI「Frizz」 
（省電力PDR指向モーションコプロセッサー） 



PDRはいろいろな絶対測位と 

http://www.sonicnaut.jp/features/ 

http://www.hitachi-as.co.jp/products/solution/space_information/index.html 



ハイブリッド測位 

磁気と無線LAN強度を含んだマップ情報と歩行者デッドレコニングを併用し
た屋内位置推定手法 

名古屋大学大学院 河口研究室 

坂 涼司，梶 克彦，河口信夫 

加速度 角速度 磁気 WiFi 

ステップ検知 デバイス姿勢推定 
(カルマンフィルタ) 

進行方向推定 座標系変換 

位置推定 
(パーティクルフィルタ) MAP 

磁気 
無線LAN強度 

速度推定 

データベース 



特徴：建物の中の残留磁気を利用 

• 残留磁気が目印となり得るか予備実験 

–名古屋大学 IB電子情報館 5階 廊下 

–各地点の磁気をNexus4を利用して計測 

 

• 定常的に観測可能 

色(RGB) : 向き(XYZ各軸の磁気) 
大きさ  : 磁気の大きさ 



磁気＋WiFi＋PDR による屋内測位 



測位したら、、、行動解析/アナリティクス 

Emprize (iBeacon) 

INTEC i-LOP 

ストアビーコン (iBeacon) 

2014年12月23日放映 

産総研SDF(PDR+アクティブRFID) 

Before After 



ありがとうございました。 
測位技術ShowCaseをぜひくまなくご覧ください。 


